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2025年９月１日、日興アセットマネジメント株式会社は 
「アモーヴァ・アセットマネジメント株式会社」に社名変更します。 
社名変更後URL : www.amova-am.com 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「日興ジャパンオープン」は、2025年８月20日に第27期の決算を行ないましたので、期中の運用状況を
ご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 1998年８月28日から原則無期限です。 

運 用 方 針 

主に、「ジパング マザーファンド」受益証券に投資を行なうとともに、わが国の金融商品取引所上場株式に投資を行

ない、中長期的な観点から、わが国の株式市場全体（ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）配当込み）の動きを上回る投資成

果の獲得をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 
日 興 ジ ャ パ ン オ ー プ ン 

「ジパング マザーファンド」受益証券ならびにわが国の金融商品取引所上場株

式を主要投資対象とします。 

ジ パ ン グ  マ ザ ー フ ァ ン ド わが国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

日 興 ジ ャ パ ン オ ー プ ン 
株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割合は、信託財産の純資産総額の30％以下とします。 

ジ パ ン グ  マ ザ ー フ ァ ン ド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への投資割合は、信託財産の純資産総額の30％以下とします。 

分 配 方 針 
毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 

 
＜952257＞ 

日興ジャパンオープン 
＜愛称 ジパング＞ 

第27期（決算日 2025年８月20日） 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）配当込み 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(ベンチマーク) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

23期(2021年８月20日) 16,965 100 22.7 2,971.73 20.1 98.1 － 36,049 

24期(2022年８月22日) 16,989 100 0.7 3,224.73 8.5 98.2 － 34,588 

25期(2023年８月21日) 18,780 100 11.1 3,727.03 15.6 98.6 － 35,954 

26期(2024年８月20日) 22,815 0 21.5 4,542.32 21.9 98.9 － 41,203 

27期(2025年８月20日) 27,056 0 18.6 5,404.03 19.0 99.1 － 45,788 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
        

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）配当込み 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率 (ベンチマーク) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2024年８月20日 22,815 － 4,542.32 － 98.9 

８月末 23,167 1.5 4,615.06 1.6 98.9 

９月末 22,715 △ 0.4 4,544.38 0.0 98.2 

10月末 23,130 1.4 4,629.83 1.9 98.2 

11月末 22,948 0.6 4,606.07 1.4 98.4 

12月末 23,867 4.6 4,791.22 5.5 98.9 

2025年１月末 23,906 4.8 4,797.95 5.6 98.9 

２月末 22,547 △ 1.2 4,616.34 1.6 99.0 

３月末 22,659 △ 0.7 4,626.52 1.9 97.9 

４月末 22,447 △ 1.6 4,641.96 2.2 97.9 

５月末 24,040 5.4 4,878.83 7.4 98.1 

６月末 24,958 9.4 4,974.53 9.5 98.5 

７月末 25,877 13.4 5,132.22 13.0 98.9 

(期  末)      

2025年８月20日 27,056 18.6 5,404.03 19.0 99.1 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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○運用経過 (2024年８月21日～2025年８月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびＴＯＰＩＸ（東証株価指数）配当込みは、期首（2024年８月20日）の値が基準価額と同一となるように指

数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）配当込みは当ファンドのベンチマークです。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、ボトムアップ・リサーチをベースに銘柄選定を行ない、中長期的な観点から、わ

が国の株式市場全体（ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）配当込み）の動きを上回る投資成果の獲得をめざして運用

を行なっております。当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が金融緩和に転じ政策金利を引き下げたこと。 

・米国と中国が互いに課した追加関税を大幅に引き下げることで合意し、世界景気の悪化懸念の後退を受け

て内需関連株が幅広く買われたこと（2025年５月）。 

・日本と米国の関税交渉が妥結し関税措置に対する先行き不透明感が薄らいだこと。 

 

期中の基準価額等の推移 
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＜値下がり要因＞ 

・米国大統領がテレビ番組のインタビューで関税政策の影響による景気後退の可能性を否定しなかったこと。 

・米国政権による相互関税の詳細発表を受け、世界的な景気減速への不安感から投資家のリスク回避の動き

が強まり、また中国政府が対抗措置を発表するなど貿易摩擦の激化が懸念されたこと（2025年４月上旬）。 

 

 

（株式市況） 

国内株式市場では、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、期間の初めと比べて上昇しました。 

期間の初めから2025年４月上旬にかけては、ＦＲＢが金融緩和に転じ政策金利を引き下げたことや、年金積

立金管理運用独立行政法人（ＧＰＩＦ）が利回りの目標を引き上げる方針を明らかにし、ＧＰＩＦの運用資産

に占める国内株式の比率が高まると観測されたことなどが株価の支援材料となったものの、米国大統領がテ

レビ番組のインタビューで関税政策の影響による景気後退の可能性を否定しなかったことや、米国政権によ

る相互関税の詳細発表を受け、世界的な景気減速への不安感から投資家のリスク回避の動きが強まり、また中

国政府が対抗措置を発表するなど貿易摩擦の激化が懸念されたことなどから、ＴＯＰＩＸは下落しました。４

月中旬から期間末にかけては、中東情勢を巡る緊張が続き原油価格の高騰や海上輸送の混乱が一時的に警戒

されたことなどを背景に株価が下落する場面があったものの、米国と世界各国・地域との関税交渉が進む期待

感が高まったことや、米国と中国が互いに課した追加関税を大幅に引き下げることで合意し世界景気の悪化

懸念の後退を受けて内需関連株が幅広く買われたこと、日本と米国の関税交渉が妥結し関税措置に対する先

行き不透明感が薄らいだことなどが株価の支援材料となり、ＴＯＰＩＸは上昇しました。 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「ジパング マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行ないました。 

 

（ジパング マザーファンド） 

期間を通じて株式組入比率は高水準を維持しました。 

当ファンドでは、成長分野での高い競争力や事業再編効果などによって、今後の業績拡大が期待できる企業

の選別を進め、株価の割安性も重視した運用を行ないました。中期的な観点から、世界で高いシェアを持つ企

業や、事業構造改革による業績拡大が見込まれる企業、産業構造の変化を捉えて成長することが期待できる企

業などに重点を置いた運用を行ないました。 

相対的な株価の割安感が強まった銘柄や、好業績が見込まれる銘柄、業績改善が見込まれる銘柄などを買い

付ける一方で、相対的に業績モメンタムが見劣りする銘柄や、株価の上昇で割安感がやや薄れた銘柄などを一

部売却しました。 

 

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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期間中における基準価額は、18.6％の値上がりと

なり、ベンチマークである「ＴＯＰＩＸ（東証株価

指数）配当込み」の上昇率19.0％を概ね0.4％下回り

ました。 

ベンチマークとの差異における主な要因は以下の

通りです。 

 

＜プラス要因＞ 

（業種） 

・「機械」、「非鉄金属」などのセクターをベンチマー

ク対比でオーバーウェイトとしたことや、「医薬品」

などのセクターをアンダーウェイトとしたこと。 

 

（銘柄） 

・「三菱重工業」、「良品計画」などの銘柄選択効果

が寄与したこと。 

 

＜マイナス要因＞ 

（業種） 

・「精密機器」、「不動産業」などのセクターをベンチマーク対比でオーバーウェイトとしたこと。 

 

（銘柄） 

・「日東紡績」、「ニトリホールディングス」などの銘柄選択要因が影響したこと。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）配当込みは当ファンドのベンチ

マークです。 
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分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第27期 

2024年８月21日～ 
2025年８月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 17,055   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、「ジパング マザーファンド」受益証券を原則として高位に組み入れ

て運用を行ないます。 

 

（ジパング マザーファンド） 

今後の運用方針としては、個別企業の徹底した調査に基づいて、高い競争力を持つ企業や事業構造改革に

よって業績の拡大が見込まれる企業を選別する基本的な姿勢を継続します。日本経済と日本企業の構造変化

を捉え、産業構造の変化を重視して、ポートフォリオを構築する方針です。具体的に注目しているカテゴリー

は、①社会課題に対するソリューションを提供するＩＴサービス、人材サービス、ＦＡ（ファクトリー・オー

トメーション）、電力設備などの関連企業、②デジタル化やＡＩの普及が追い風となる半導体、電子部品、電

子材料などの関連企業、③景気動向の影響を受けにくい防衛、コンテンツなどの関連企業、④インフレ傾向へ

の転換で収益の改善が期待される金融、不動産、建設、小売などの内需関連企業の４点です。 

以上のような運用方針のもと、運用成果の向上に全力を尽くしていきます。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 

 

 

  

分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年８月21日～2025年８月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 393  1.672  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (186)  (0.792)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (181)  (0.770)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 26)  (0.110)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 45   0.193   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 45)  (0.193)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.004   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 439   1.869    

期中の平均基準価額は、23,521円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.67％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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日興ジャパンオープン＜愛称 ジパング＞ 

○売買及び取引の状況 (2024年８月21日～2025年８月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ジパング マザーファンド － － 632,178 3,435,853 

 
 
 

○株式売買比率 (2024年８月21日～2025年８月20日) 

 

項 目 
当 期 

ジパング マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 101,693,314千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 41,552,920千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 2.44   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年８月21日～2025年８月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年８月21日～2025年８月20日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。  

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年８月21日～2025年８月20日) 

 

 該当事項はございません。 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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日興ジャパンオープン＜愛称 ジパング＞ 

○組入資産の明細 (2025年８月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ジパング マザーファンド 7,965,242 7,333,064 45,596,994 
 
（注） 親投資信託の2025年８月20日現在の受益権総口数は、7,567,605千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2025年８月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ジパング マザーファンド 45,596,994 98.7 

コール・ローン等、その他 600,670 1.3 

投資信託財産総額 46,197,664 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

 

親投資信託残高 
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日興ジャパンオープン＜愛称 ジパング＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年８月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 46,197,664,810   

 コール・ローン等 541,850,261   

 ジパング マザーファンド(評価額) 45,596,994,432   

 未収入金 58,812,934   

 未収利息 7,183   

(B) 負債 409,000,496   

 未払解約金 64,434,649   

 未払信託報酬 343,671,048   

 その他未払費用 894,799   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 45,788,664,314   

 元本 16,923,907,156   

 次期繰越損益金 28,864,757,158   

(D) 受益権総口数 16,923,907,156口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 27,056円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は18,059,861,807円、期中追加設定元

本額は99,747,086円、期中一部解約元本額は1,235,701,737円

です。 

（注） １口当たり純資産額は2.7056円です。 
 

○損益の状況 (2024年８月21日～2025年８月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 1,382,240   

 受取利息 1,382,240   

(B) 有価証券売買損益 7,857,229,526   

 売買益 8,007,183,329   

 売買損 △   149,953,803   

(C) 信託報酬等 △   688,294,251   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 7,170,317,515   

(E) 前期繰越損益金 19,414,528,955   

(F) 追加信託差損益金 2,279,910,688   

 (配当等相当額) (   1,197,835,557)  

 (売買損益相当額) (   1,082,075,131)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 28,864,757,158   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 28,864,757,158   

 追加信託差損益金 2,279,910,688   

 (配当等相当額) (   1,198,068,000)  

 (売買損益相当額) (   1,081,842,688)  

 分配準備積立金 26,584,846,470   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 
 

（注）分配金の計算過程（2024年８月21日～2025年８月20日）は以下の通りです。 

項 目 
2024年８月21日～ 
2025年８月20日 

a. 配当等収益(経費控除後) 827,080,973円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 6,343,236,542円 

c. 信託約款に定める収益調整金 2,279,910,688円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 19,414,528,955円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 28,864,757,158円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 17,055円 

g. 分配金 0円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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日興ジャパンオープン＜愛称 ジパング＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2024年８月21日から2025年８月20日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 

 

●当ファンドについて、運用報告書（全体版）は電磁的方法により提供する旨を定めている規定につき、投

資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に即した記載に変更するべく、2025年４月１日付けにて

信託約款の一部に所要の変更を行ないました。（第60条の２） 

 

 

 日興アセットマネジメント株式会社は、2025年９月１日よりアモーヴァ・アセットマネジメント株式会社に

社名変更します。また、ホームページアドレスも「www.amova-am.com」へ変更となります。 

 

※本書が、受益者の皆さまのお手元に届く際には、社名変更が行われている場合がありますので、ご留意くだ

さい。 

 

 

 

約款変更について 

その他の変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 



－ 12 －

添付ファンド_9pt_1073310.indd   12添付ファンド_9pt_1073310.indd   12 2025/09/29   17:55:302025/09/29   17:55:30



－ 13 －

添付ファンド_9pt_1073310.indd   13添付ファンド_9pt_1073310.indd   13 2025/09/29   17:55:312025/09/29   17:55:31



－ 14 －

添付ファンド_9pt_1073310.indd   14添付ファンド_9pt_1073310.indd   14 2025/09/29   17:55:312025/09/29   17:55:31



－ 15 －

添付ファンド_9pt_1073310.indd   15添付ファンド_9pt_1073310.indd   15 2025/09/29   17:55:312025/09/29   17:55:31



－ 16 －

添付ファンド_9pt_1073310.indd   16添付ファンド_9pt_1073310.indd   16 2025/09/29   17:55:312025/09/29   17:55:31



－ 17 －

添付ファンド_9pt_1073310.indd   17添付ファンド_9pt_1073310.indd   17 2025/09/29   17:55:312025/09/29   17:55:31



－ 18 －

添付ファンド_9pt_1073310.indd   18添付ファンド_9pt_1073310.indd   18 2025/09/29   17:55:312025/09/29   17:55:31



－ 19 －

添付ファンド_9pt_1073310.indd   19添付ファンド_9pt_1073310.indd   19 2025/09/29   17:55:312025/09/29   17:55:31



－ 20 －

添付ファンド_9pt_1073310.indd   20添付ファンド_9pt_1073310.indd   20 2025/09/29   17:55:312025/09/29   17:55:31



－ 21 －

添付ファンド_9pt_1073310.indd   21添付ファンド_9pt_1073310.indd   21 2025/09/29   17:55:322025/09/29   17:55:32



－ 22 －

添付ファンド_9pt_1073310.indd   22添付ファンド_9pt_1073310.indd   22 2025/09/29   17:55:322025/09/29   17:55:32


